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保渡田古墳群 
高崎市保渡田町・井出町
保渡田古墳群は、二子山古墳、

八幡塚古墳、薬師塚古墳の３つ
の前方後円墳が集積する古墳群
です。これらは５世紀代後半か
ら６世紀代前半にかけて築造さ
れたものだといわれています。
いずれも墳丘長約100ｍあり、
広大な二重の堀を巡らし、多量
の埴輪を立て並べていました。写真は復元整備された八幡塚古墳で、
散策を楽しむことができます。
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事業のうごき

営農支援部
●▶担い手支援課
○TAC活動等ＪＡの出向く体制強化支援
○大規模経営農家・法人等の事業支援
●▶生産対策課
○ＪＡ野菜振興計画の目標達成に向けた取組支援
○農産物の安全・安心確保対策
○園芸作物生産実証農場の運営

畜産農産部
●▶酪農畜産課
○生乳計画生産の推進
○初妊牛導入推進
○素牛導入推進
○種豚導入推進
○渋川家畜市場の
　和牛及び乳用牛の集荷・販売推進
●▶米麦特産課
○令和２年産民間流通麦引取推進
○令和４年産民間流通麦生産計画推進
○こんにゃく荒粉・精粉入札販売推進

園芸部
●▶園芸販売課
○共計ほうれん草販売	 （周年）
○共計チンゲンサイ販売	 （周年）
○共計味にら販売	 （周年）
○共計春菊販売	 （３月上旬迄）
○共計土ねぎ販売	 （３月中旬迄）
○共計ブリックスナイン販売	 （６月末日迄）
○県統一規格共計きゅうり販売	 （７月末日迄）
●▶販売促進課
○春野菜販売促進
○もやし類・加工野菜販売促進
●▶園芸資材課
○春夏用出荷資材予約推進
（ほうれん草・きゅうり・山うど・ふき他）

○来年度産青果物段ボール予約推進
○温床資材予約推進（農ビ・ポリマルチ他）
○春夏まき用野菜種子推進
（ほうれん草・枝豆・とうもろこし他）

生産資材部
●▶花木流通センター
○春の園芸セール	 ３月５日（金）～７日（日）
○46周年	春の園芸及びお彼岸セール
	 ３月18日（木）～21日（日）
●▶肥料農薬課
○セルフブレンド推進
○水稲肥料農薬推進
○茎葉処理除草剤大型規格推進
○バンカーシート推進
●▶施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）
○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）
○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進	 （周年）

生活燃料部
●▶生活課
○太陽光発電・蓄電池推進	 （周年）
○シロアリ防除事業推進	 （周年）
○デコポン推進	 （２月～３月）

●▶葬祭総合課
○会員獲得募集の推進

●▶石油課
○オイルキャンペーン	 （２月～５月）
○春期タイヤキャンペーン	 （３月～５月）

●▶ガス課
○ガス・でんき新規獲得推進	 （10月～３月）



２月５日（金）、ＪＡにったみどり南支店新築工事起
工式が太田市新田木崎町の建設予定地で執り行われま
した。南支店は、木崎・尾島・世良田を統合した支店
です。式には、ＪＡ役職員や工事関係者、設計監理を
務めた当県本部関係者等が出席し、これから始まる工
事の安全を祈願しました。敷地は東西が道路に面し、
お客様が車で出入りしやすい便利な立地です。令和３
年９月に完成の予定です。

JAにったみどり南支店起工式

１月16日（土）、園芸作物生産実証農場で促成キュ
ウリの定植が行われました。当日は農場と生産対策課
の職員15人が参加しました。用意した品種は「ニーナ
Ｚ」で、20aの硬質フィルム温室に1,896本定植しま
した。今作では更新型吊る下ろし栽培に取り組み、摘
芯栽培と収量や管理作業、労働時間の違いなどを比較
します。２月中旬頃から収穫の予定です。

促成キュウリ定植

１月27日（水）、ＪＡあがつま名久田セルフ給油所
の起工式が中之条町横尾の建設予定地で執り行われま
した。式には、ＪＡ役職員や工事関係者、設計監理を
務めた当県本部関係者等が出席し、これから始まる工
事の安全を祈願しました。山﨑理事長は挨拶で「ここ
を起点として地域農業と生活を守っていきたい」と話
しました。令和３年７月に完成の予定です。

JAあがつま
名久田セルフ給油所起工式

葬祭関連研修会および提案会

２月８日（月）、群馬県ＪＡ生活・葬祭総合推進協議
会主催による葬祭関連研修会および提案会がアシスト
ホールたかさきで開催され、ＪＡ葬祭責任者等約20
人が出席しました。研修会では大栄㈱と（一社）LMN
から講師を招き、感染症対策による影響と課題や取り
組み事例などが説明されました。講師は「コロナ禍が
終焉しても会葬者数は元に戻らない可能性が高い」と
話し、小規模葬に対応した新しいサービスが提案され
ました。今後の状況を見極めた対応に繋がる有意義な
研修会になりました。
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促成キュウリ本格出荷

群馬県では利根川水系の豊富な水と長い日照時間など
の恵まれた自然環境のもと、標高20ｍの平坦地から
1,400ｍの高冷地までの標高差を利用して幅広い野菜を
栽培しています。なかでも生産が盛んで基幹的な品目８

つを重点品目に位置づけ、戦略的な生産振興を図っています。重点品目のひとつ「キュウリ」は、2019年の栽培
面積全国１位、出荷量全国２位です。県内では主にハウスを利用し、促成（１～６月出荷）と抑制（９～ 11月出荷）
の２作型を組み合わせた栽培に取り組んでいます。
昨年12月に定植した促成キュウリは、天候に恵まれて生育が良く、みずみずしいキュウリが育ち、本格出荷真っ
最中です。ＪＡ邑楽館林の福田担当は、「今シーズンのキュウリは、天候に恵まれて特に食味がいいです」と話し
てくれました。同ＪＡ管内でキュウリ栽培一筋19年の小田さんは「キュウリは水分が豊富でカリウムを含み、体の
中からきれいにしてくれます。私はやっぱり生のキュウリに味噌をつけた食べ方が好きですね。旬のキュウリを
たくさんの人に味わってほしいです」と魅力を語ってくれました。
当県本部園芸販売課では平成19年から県統一規格共計販売を導入し、安定出荷と有利販売に努めています。ま
た、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響でイベント等を開催できない状況ではありますが、そのような中
でも消費者にPRできるようにと野菜PR動画を制作しました。毎月19日の「いいきゅうりの日」に都内を中心と
した量販店で、感染症対策を講じながらフェアを行い、群馬県産キュウリをPRしています。

【お問合せ先】ＪＡ全農ぐんま 生活課　TEL：027-220-2351　FAX：027-220-2324

野菜ＰＲ動画野菜ＰＲ動画キュウリＰＲ動画キュウリＰＲ動画
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２月３日（水）、新鮮ぐんまみのり
館内に手作りパン工房 “コロボック

ル” がオープンしました。コロボックルは創業37年。
前橋市駒形町で愛され続けたパン屋さんです。パン生
地の粉は当日ミキシングし、納得のいく材料のみを使
用しています。店主は「手間がかかっても味には変え
られません。小さなこだわりの積み重ねが美味しいパ
ンに繋がります」と話してくれました。食パンやフラ
ンスパンのほか、小倉ホイップも人気の商品です。焼き
たてのパンを是非ご賞味ください！

手作りパン工房
“コロボックル”オープン

２月12日（金）、伊藤本部長、新井副本部長ら関係
者によるＪＡ－SS冬のキャンペーン抽選会がＪＡビ
ルで行われました。このキャンペーンは、日頃から
ＪＡ－SSをご利用下さるお客様に感謝の気持ちを込め
て、県内のＪＡ－SSで12月から１月の２か月間実施さ
れました。今回からWebでの応募を可能にし、Webと
応募用紙を併せて約51,000枚のご応募をいただきまし
た。厳選なる抽選の結果、牛肉・豚肉・鶏肉を各100人、
さらに抽選に外れた人の中からダブルチャンスとして
エコバックを3,000人の当選者を決定しました。たく
さんのご応募をいただき、ありがとうございました。

JA−SSキャンペーン抽選会
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1�作業はなるべく効率的に、安
全面も考えてケガのないよう
に作業をするそうです。

2�「うちで一番の働き者」と紹
介してくれた餌寄せロボッ
ト。１日の作業を終えた午後
８時半頃にセットし、夜働い
てもらうそうです。

―今回の農業チャレンジャーは、ＪＡた
のふじ管内の藤岡市三ツ木で酪農を営む
金井さんです。

―就農時期は？
20歳で就農し、今年の夏で丸10年に
なります。

―就農のきっかけは？
母が体調を崩し、父ひとりで酪農を続
けることが難しくなったため、就農する
ことにしました。

―それまでは何を？
乗り物が好きで、高校で土木施工管理
技士２級の資格を取り、東京の鉄道保線
の会社で働いていました。東日本大震災
後の鉄道復旧作業に参加したことが印象
に残っています。

―就農されていかがでしたか？
生き物を相手にしているので、分娩時
の事故や病気などがあり、完璧にできる
ものではないと感じました。

―正宏さんが就農後、取り入れたことは？
毎月２回獣医さんに診てもらうように
なりました。病気やケガの治療以外にも
餌や削蹄のアドバイスを受けて変えまし
た。

―具体的には？
餌はTMRに変えました。配合飼料と

牧草を混ぜて与え、選り好みせず食べさ
せることで必要な栄養が摂取でき、乳量
が上がりました。削蹄は、獣医さんの紹
介で、年に２～３回削蹄師さんに来ても
らうようになりました。それまで父と２
人で作業していましたが、やはり専門の
方にやってもらうと早くて上手です。１
月末には６時間位で56頭を削蹄しても
らいました。

―自給の餌もあるのですか？
３割くらい自給しています。２軒の組
合で機械を購入して牧草を栽培し、その
他にも独自でデントコーンとイタリア
ン、えん麦を12ha作り、育成牛にはす
べて自給の餌を与えています。

―育成牛の導入は？
自家育成です。北海道から導入してい
ましたが、３年位前に値段が上がり自家
育成で回すようになりました。年間15
～20頭の後継牛を取ります。

―今後の展望をお聞かせください。
今後は牛舎を新設してミルキングパー
ラーを導入し、今の倍の日量４tを目指
したいと思います。

―改善を重ねながら、出荷乳量の向上に
取り組む金井さんに、今後さらなる活躍
が期待されます。
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JAたのふじ

｜ P r o f i l e ｜

金井 正宏（かない・まさひろ）さん

1991年生まれ　29歳
所属部会：酪農部会
飼養頭数：経産牛････････････７０頭

育成牛････････････３０頭
出荷乳量･････約２t ／日

趣味：家族と食べ歩き
（今はコロナで行けませんが･･･）

好きな食べ物：ケーキ

農
チャレ
業チャレンジャー



JA PICK UP ！

JAの活動をご紹介　JAピックアップ！

こんにゃく大黒天祭ＪＡ甘楽富岡

こんにゃく大黒天祭が、１月19日、下仁田町下仁

田の諏訪神社境内に鎮座するこんにゃく大黒天で開か

れました。

この祭りは、県こんにゃく原料商工業協同組合や

ＪＡ甘楽富岡などで組織するこんにゃく大黒天祭奉賛

会が主催し一年の始まりにこんにゃくの豊作と価格向

上、業界の繁栄を願い始められたものです。今年は新

型コロナウイルスのため、恒例のこんにゃくおでんの

無料配布はありませんでしたが、関係者などおよそ

80人が出席しました。蒟蒻玉を祀った祭壇で神事が

執り行われ、ＪＡ甘楽富岡鷺坂組合長やＪＡ甘楽富岡

蒟蒻生産部の須賀部長らが代表で玉串を拝礼。ＪＡ役

職員や蒟蒻生産部員は、こんにゃく産地の発展や新型

コロナウイルスの一日も早い収束を祈願しました。

ＪＡ邑楽館林

ＪＡ邑楽館林青年部はこのほど設立10周年を迎え、

「邑楽館林農業協同組合青年部10周年記念誌」を作成

しました。

青年部はＪＡの発足と同時に、若手農家により協議

会を立ち上げ設立しました。活動内容は先進地視察研

修や現地研修会、産地PR、食農教育など。食農教育

に関しては昨年、板倉支部が地元小学生に野菜の栽培

指導を１年間行うなど、精力的に活動しています。

誌面はＡ４判カラー 14ページ構成。設立当初から

各年度の取り組みを、写真付きで紹介しています。

青年部の永田亮部長は「諸先輩方によって築かれた

功績に傷をつけることが無いよう、将来の道筋を作るべくしっかりと話し合い、コミュニケーションを取りながら

進んでいきたい。現在のコロナ禍では、できる範囲での活動を通じて一致団結し、次世代へバトンを繋がなければ

ならない」と前を見据えました。

10周年の功績を称え記念誌作成

▲ 記念誌を紹介する永田部長㊥と副会長

放 映 予 定 ３

能登　瑶子アナ

※タイトル・放送内容等は
　変更となることがあります。

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

ぐんまクオリティ！フルーツトマト・やまといも／JAにったみどり
３月８日（月） PM 9：00 〜 9：30

※３月14日（日） AM 8：00 〜 8：30

広がる可能性！六合の花（仮）／JAあがつま
３月15日（月） PM 9：00 〜 9：30

※３月21日（日） AM 8：00 〜 8：30



『県本部通信』における個人情報の取扱いについて
『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。
《あて先》〒379-2147 群馬県前橋市亀里町 1310番　JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp ※JAメール等でも結構です。

この印刷物は大豆インキを
使用して制作しています。

石垣 惠美Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

Art Cooking

花木流通センター便り

前橋市亀里町1307-1
TEL027-220-2427 FAX027-220-2424

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

６月～3月
毎週火曜日定休営業時間9:00～16:00

JA全農ぐんま 酪農畜産課
Twitter

JA全農ぐんま 生産対策課
Twitter

新鮮ぐんまみのり館内
営業時間▶１１：００～１４：００　定休日▶毎週火曜日

□発行／令和3年３月１日発行　□発行人／高田　宗徳　□ホームページアドレス／https://www.gm.zennoh.or.jp　□E-mail／info-gunma@gm.zennoh.or.jp
□発行所／全国農業協同組合連合会群馬県本部  管理部企画経理課　〒379-2147 前橋市亀里町1310番地　℡027-220-2223  Fax027-220-2229

いちごの羊羹

1 分量のいちごから２個とり、残りを粗みじん切りにする。

2 鍋に水と寒天パウダーを入れて火にかけ、沸騰寸前に
あんこを入れよく混ぜて、弱火で練りあげる。

3 ２に粗みじんにしたいちごを入れハンドブレンダーで
攪拌し、ペースト状にする。（ペースト状にしない場
合は、みじん切りいちごを粒のまま混ぜると、白あん
の場合いちごの粒が見える。）

4 ２個のいちごは半月切りにする。（厚さ３㎜くらい。）

5�３のいちごあんを流し器に流し、上に半月切りのいち
ごを端からきれいに並べ、冷やし固める。

6�５の羊羹を食べやすいように切る。
（いちごの粒が見える羊羹だと春らしい。）

作り方

材　料

いちご･･････････････････････････････････････････200g

あんこ（白あん・黒あんどちらでもよい）�････････････200g

寒天パウダー･･････････････････････････････････････４g

水･････････････････････････････････････････････200cc

２人分	 （１人分625kcal）

開催日 内　容
３月 ５日㈮〜  ７日㈰ 春の園芸セール
３月18日㈭〜21日㈰ 46周年 春の園芸及びお彼岸セール

【臨時休業のお知らせ】
新鮮ぐんまみのり館リニューアルオープンに伴い、下記のとおり臨
時休業させていただきます。なお、花や植木、園芸資材の店舗につ
きましては、通常営業いたします。
ご不便をお掛けしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

休業期間：３月26日（金）～３月31日（水）


